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細胞機能間ネットワークを標的とした新たながん治療戦略

がんの発生が遺伝子の異常に起因することが明らかになって以来、がん遺伝子や
がん抑制遺伝子を中心とした、がん発生やがん形質維持に関与する様々な分子機構
の存在が明らかとなってきており、分子標的薬の開発が進められている。しかしなが
ら、分子標的薬はその特異性が故に、適用できるがんの種類が限られる傾向にあり、
未だ多くのがんについては、非特異的な化学療法や放射線療法に頼らざるを得ない
のが現状である。最近、我々のグループはRad54B-p53制御軸を介した、がん発生・進

展の基盤となりうる分子機構を発見した。本セミナーでは、これらの分子機構を詳説
するとともに、我々が提唱する細胞機能間ネットワークを標的としたがん治療戦略の
可能性について議論する。
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